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第 1章緒 冨
動物の腸内菌が生体に対して如何なる作用をもっ
ているか，叉腸内菌相互間に如何なる関係があるか
と言う事は幾多先入学者に依る研究があり長年に亘
りてそれぞれの観察や解釈により多くの貴重なる業
績が残されているが，腸内菌は本来の性質上其の作
用複雑微妙を極めて，腸内菌の必要，不必要，有害
各説についてさえも，未だ決定的なる説明がなされ
ていない現状である。これ等の複雑なる腸内菌叢の
それぞれの生理的意義を究明する実験方法として最
も適切なのは無菌飼育動物を用いる研究である。こ
れにより腸内菌の存在なく生存発育するか否かを確
かめ，次で各菌を投与，観察する方法によって各菌
の生理的意義を研究することである。当教室では谷 
川教授を中心に鶏雛の無菌飼育により複雑な腸内菌
の作用を究明せんとした。先に赤沢氏らが独想的な 
装置により 20~30 日に豆り鶏雛を無菌的に飼育し，
其の後斎藤・河合両氏により幾多の困難を克服し，
独自の無菌飼育装置を考案作製して，鶏雛の無菌飼 
育に成功した。さらに田波助教授等は Reyniersに
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ならって無菌飼育装置を作製し，鶏雛より晴乳動物
の無菌飼育に入っている。斎藤氏は大腸菌につい
の作用にっSporogenes 1.Cて，河合氏は腸球菌，
いて戸福島氏は瞥酸樗菌について，海宝氏は葡萄球
菌，枯草菌について，各々その生理的意義について
明らかにした。引続いて今回谷川教授の命により嫌
気性菌について，特に C1.Welchiiに関し，その
菌を経口的に無菌飼育雛へ投与してその影響を観察
し，この結果より投与細菌の生理的意義について研
究を行ったところ興味ある結果が得られたので弦に
報告する次第である。
第 2章交 献
無菌飼育動物に関する文献は古く 1846年 Freri-
chにより腸内菌叢の細菌は消化作用に， 阻止的に
も促進的にも干与せず，と論ぜられた。 1885年 Pa-
steurにより Frerichの見解は根本的に覆った。
以来諸学者により腸内菌の有用，不用等に関して研
究された。即ち Nuttallund Thierfelder (1895 
~1896) は帝王切開で生まれた海摂を無菌飼育し
て体重増加が見られ，結論として腸内細菌無用論
ぇ、
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を唱えた。 Schottelius (1899. 1902. 1908)は鶏雛 
を用いて無菌的に飼育したが，一時休重僅か増加後
急減し死亡した。対照として正常飼育 17日間では
体重 250%増加が見られたので細菌有用論を唱え 
た。以下諸学者の文献を列記すると。
1) Metschiniko任(1901)
赤蛙卵を無菌的に取出し無菌水中に滅菌パシを飼
料として 63日間飼育するも体重は対照の 1/2で発
育悪く悪疫質的であったと報じた。 
2) Moro (1905) 
蝦践の無菌卵を瞬化し無菌水中に瞬白澱粉末を与
えて必要量酸素を供与して飼育したが発育悪く死亡
した。 
3) Bagdanow (1908) 
蝿卵を用いて無菌肉を与えて飼育したが対照の如
く発育せず。 
4) Wollman (1911~1912) 
Lucilia及び CaliphoraVornitoriaなる蝿卵を
用い無菌的に飼育したとこる体重，体長共対照蝿と
同大に成蝿した。 
5) Cohendy (1912) 
家鶏 Houdan種の卵を瞬化して得た雛を用い硝
子製の無菌飼育箱で飼育したところ実験雛は 15日
後 3週間後のものも等しく発育良好で対照と劣らず 
発育す。
6) ]{uster (1912~1913) 
母山羊より帝王切開により無菌的に娩出せしめた
仔山羊を実験動物とし鉄骨硝子張とした無菌飼育箱 
で牛乳及び燕麦疑を滅菌して与え体重増加，生活力
共に対照と差異なく発育し， 13日目に枯草菌が感染
したが認むべき影響がなく 35日目で実験を中止し
た。仔山羊の尿中に複合硫酸を証明した。 
7) 内藤，小林(1936)
家鶏(名古屋コ{チン種〉卵を無菌的に瞬化せし
め無菌的に飼育せるも， 最短8日最長 19日間生存
したるも体重の増加し軽微で殆んど成長を見なかっ
た。 
8) Reyniers (1946~194Çl) 
Cohendyの後を受け継ぎ研究の結果完全なる無
菌飼育装置を考案し大規模に家鶏及び白鼠の無菌飼
育に成功しこれ等動物の生理状態の詳細なる報告を
なしている。 
9) 宮川正澄(1952)
Reynierの装置を模倣して白鼠の無菌飼育を行
い無菌動物の炎症の研究を報告した。
10) Loeb. Northropの実験
蝿卵を用いて無菌的に 87代迄に達した。
当教室では
11) 赤沢氏(1942)
単冠白色レグホン種家鶏卵を癖化して得た雛を無 
菌飼育箱中で無菌的に勝化せしめ無菌的に飼育せし
め得た事を報告した。
12) 斎藤，河合氏(1955)
独自の無菌飼育装置を考案作製し，鶏雛の無菌飼
育に成功した。 
13) 斎藤氏(1955)
家鶏雛を無菌的に購化せしめ得た無菌雛に大腸菌
を投与すると，一時的に一般状態が悪くなり発育が
停滞する。即ち大腸菌が生体に対し有害作用を呈す
る事を知った。 
14) 河合氏(1955)
斎藤氏と同様な方法で，腸球菌は生体に有効的に 
作用。 C1.Sporogenesは有害的に作用。両者を混
合投与する時は措抗的に働く事を証明。
15) 福島氏(1957) 
斎藤，河合両氏の考案作製したる無菌飼育タシグ
により無菌飼育したる鶏雛に曙酸樗菌を投与し生体
に有効的に作用する事を証明した。
16) 田波氏(1956)
斎藤，河合両氏の無菌飼育タングより一歩進んで 
高圧滅菌装置を兼ね備えたる完全無菌飼育装置を作
製し，無菌雛血、清の殺菌力に関する研究を行った。
17) 海宝氏(1957)
田波氏の作製せる無菌飼育タンクにて，葡萄球菌
を投与観察せるも体重，一般状態殆んど大きな菱化
は見られなかった。
以上多くの学者の努力に依って貴重な研究が今日
迄なされてし、るが，今日の段階では動物は腸内菌の
存在を欠くも生存発育する事は可能である事は疑い
のない事実である。而しながら通常の状態に於いて
は必ず動物の腸管内に生存する腸内菌が其の宿主生
体に何らかの影響を及ぼして居る事実も認められて
いるところである。
，Horton，.Rettger一方嫌気性細菌に就いては， 
Hull (1914~1917) は成長せる人或は諸動物に於て
食餌の菱化に就て研究し，白鼠に長く肉食を与うる
時は C1. Welchiiの増加を来し成人に就ても同様
なれ当教室に於て阪本氏(1933)は犬に就て偏食 
に依る腸内菌叢の愛化に就て研究をした。
即ち白米飯に 1/3の肉類を加えたものより 19.7% 
-1472ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
の Cl.Welchiiを得た。叉含水炭素偏食試験(白 至った。
米飯に 1/20量の兎肉を混じ〉に於ては 4.8%0之に
第3章実験方法
反し蛋白偏食試験(主として肉類を以って飼育〉
に於ては 40.98%の Cl.Welchii を示した。 Cl. 無菌飼育装置に鶏卵を類、菌的に瞬化せLめ， 1週 
Welchiiは1892年 Welchii及び Nuttallに依 間乃至 14日目の無菌飼育雛に土壊より Zeissler氏
りて初めて発見され， Bacil1us aerogens caps- 葡萄糖血液寒天平板培地に嫌気培養せる Cl. Wel-
轟 ulatus と名づけられた。 1893年 Frankl は「ガ chiiを経口的に投与し，無菌雛の発育及び一般状
スフレグモーネj 患者より本菌を証明し，且つ其 態に及ぼす影響について対照無菌雛と比較検討を行
の病原体なる事を認め，之を B. Phlegmons em- った。 
phyese matosaeと称したるが後に至り B. aero圃 第 1節飼育装置と飼育要領 
gens Capsulatusと同一なる事を承認せり。 Veil- 飼育装置は斎藤，河合両氏の考案作成せる第 3号 
lon，Zuber (1898)は前記と無関係に本菌を記載 型無菌飼育装置及び第4号型無菌飼育装置で，構造
し，之を Bacills perfringensと称したり。以来 及び飼育法は「家鶏雛の無菌飼育に関する研究jに
欧米に於て本菌に関して詳細なる研究が行われ特に 詳しく報告発表されたので省略する。叉田波助教授
「ガスフレグモ{ネj患者を多数に発生せる世界大 等の作成したる無菌飼育装置の構造及び飼育方法も
戦を動機として，共の臨休的並びに実験的研究は頗 生体の科学の「動物の無菌飼育装置の研究Jに発表
る精細の域を達した。 我国に於ては高野氏(1918) されてあるので省略する。
は本菌に関する綜説を発表して研究を促し，桂氏 第 2節使用雛 
(1924)本菌に因する「ガスフレグ、モーネjの臨 府化前日の単冠白色レグホン種卵を千葉贈卵場よ
駄的所見並びに細菌学的及び病理学的研究を発表し り分譲を受吋，これを充分なる注意の下に実験室に
た。芳山氏(1927)は「ガスフレグ¥モーネJの一治 運びこれを型の如く清毒し，無菌的に贈化せしめた
験例に於て，之れが病原体として本菌を分離した 雛を使用した。
事を報告した。然るに Herter (1906)が悪性賛血 第 3節使用飼料及び Vitamin
患者の腸内に，本菌が常態に於けるよりも多数に存 千葉県農業技術研究所作成の完全飼料(玉萄黍 50
在する事を報告して以来，本菌の消化管内に於ける %，魚粉 10%，大豆糟 14.5%，数 15%，脱脂米糠8
病原的意義を考うる学者少からず，即ち関氏(1927) %， CaCo3 2%. Nacl 0.49%，MgS04 0.01%，蛋白
は手術後の胃腸出血と本菌との関係に就て研究し， 質含有量 22%)の初生雛用粉砕飼料を用い， Vita-
所謂手術後胃腸出血なるもの L大多数は，本菌の消 min剤として綜合ビタミン剤を飼料 100gに対し
化管内伝染に因り惹起せられたる溶血性敗血症の- 19投与して， 1200C 30分高圧滅菌しさらに高圧滅
症候なりと結論し， Daridson (1928)は41例の悪 菌の為喪失せるピタミンを考量してアンプルにより
性賛血患者に於て本菌が胃及び糞便中に異常に増加 V.Br， V.C，を投与補給する。給餌方法は斎藤，河
している事を報告した。岡見氏(1928)は乳児糞便 合両氏が詳細に報告してあるので省略する。
より本菌を分離し，特に免疫血清による英膜形成作 第 4節使用 Cl.Welchiiの採軍及び其の性状
用に就いて報告し，白石氏は胃内容或いは閉塞腸管 著者は伝研より C1.Welchii PB 64の分与を受
内容より分離せる本菌に就きて毒素並びに抗毒素の け，これと比較対照して分離の完全を期した。糞便
研究を行い，内臓外科の領域に於ける本菌の意義を の小塊を採取しこれを牛乳培養基(使用直前新に煮
考察せんと試みたり。片柳氏(1928)は虫様突起内 沸し急に冷却して培養基の空気を除去せるもの〉に
容，胃腸出血患者の糞便より分離せる本菌に就き 加え 800C 30分の加熱に依り，芽胞形成菌以外のも
生物学的並びに免疫学的研究を発表した。高橋氏 のを滅殺し滅菌流動「バラフインJを重層して 370C 
(1940)は糞便より分離したる本菌に就て細菌学的 の瞬巣に納む。而して 18~24 時間後に所謂 Stür­
検討を行い其の血清学的性状に於て，本菌が単株性 mische Fermentationを起せるものより其のー
ならざる如き結果を得たり。斯くの如く本菌は「ガ 白金耳を採りて，之を肝臓一肝臓肉汁培養基に移植
スフレグモーネJの病原体としてのみならず，消化 し其の 24時間の 1白金耳に生理的食塩水の適当
器系其の他に於て発現する病Z互にも重大なる意義を 量を加えて，稀釈した菌浮活字液を作り，之を Zeis・
有するものとして其の方面の業積相睡で現われるに slerの葡萄糖血液寒天平板に塗抹し，嫌気性培養
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を行い 4~5 日後葡萄糖血液寒天平板に 2~3 の類 牛乳培地に於ては，速に「ガスj発生を以って発育
似菌と共に Zeisslerの所謂定型集落を形成する木 し「カゼインJを競回せしめ培地を透明化す。所謂
菌を証明する。斯の如く本菌に特有なる像を呈する Sturmische Fermentationを呈す。凝片は粗大
孤立集落を鈎菌して，之を肝臓一肝臓肉汁培養基に なる脆塊状を呈し再び消化する事なく全量の 1/3~
移植し，其の 24時間培養より更に Zeisslerの葡 1/5に凝縮す。叉含水茨素に対する分解能力は， 
萄糖血液寒天平板に移植を繰り返し，本菌の純培養 glucose，fructose，galactose，mannose，malt-
を得た。 ose，lactose，sucrose，xylose，trehalose，ra自-
1) 形態学的性状 nose，starch，glycogen及び inositolを分解し
集落は不透明なる正円形釦状隆起，光沢平滑叉は て「ガスJを産生する。 mannitは分解しない。
肩平和、弱光壮勢にして周縁凹凸なきを正常形とす salicinは稀れに分解する。アルプミンの凝固物は
る。グラム染色は陽性なり(但L新鮮なる培養に於 之を溶解しなし、。硝酸還元は陽性である。
て) 24時間以上時日を経過せる陳日培養にては漸 3) 毒性試験
次菌体の~形を来し難染性となるもの多く，グラム ヌド菌の Leber-LeberBouil1on 24時間培養 0.5
陰性の発現を認むる事あり。本菌は長さ 2~10μ ccをマウス体重 15 g の腹腔内注射を行った所 24~
幅 1~2μ 普通 3~7μ の長さ 1 ~ 1.5μ の太さを 48時間にて全例 (5匹〉死亡した。
有する鈍端真直無肥厚無恰好の揮菌なり。鞭毛を有
せず常に単個丸は 2個並び端位偏在性円形芽胞を形
第4章実験成績(其の 1)
成す。芽胞は中央叉は左右に移動する。菌体は膨隆 第1節無菌飼育実験(第1回〉
なく，固有運動を欠く。 府化前日の卵を薬物により完全に、滅菌し，予め滅 
2) 生物学的性状 菌せる第 3号型飼育タユノグ内に入れ，無菌的に瞬化
本菌は 370C~こて最も良く発育し，水素「イオシj せしめ， 瞬化の際の温度は 390 C，湿度は 70--80%
濃度との関係は pH7.2-...8.0が至適水素「イオンJ 前後であった。贈化後 1週間は 360C 2週間は 340C
濃度とされている。熱に対しては， 800C 30分の加 3週間後は 320Cに温度を保った。飼料は前述の完
熱に耐抗するも， 900C 30分の加熱に依り過半数は 全飼料を用い叉 V.Bb V. C も附加した。 10箇入
死滅し， 1000Cの加熱にては殆んど死滅す。肝「プ 卵し 24時間後までに完全に卿化した 5羽に就いて，
イヨシJに於て数時間乃至 10時間にて「ガスj発 残り 5箇は除去し 25日間無菌的に飼育した。雛の
生，混渇を以て発育す。時日を経過した菌体は沈降 発育状態は第 1表及び第 1図に示す通りである。即
し輪廓整然たる重感の沈涯を生ず。培地は強き酸性 ち瞬化後 25 日目では生下時体重の 140~160% の増
を呈し芽胞の形成甚徐々なり。イシドール形成せ 加率を示した。尚 10日， 25日自の糞便培養検査に
ず，グラチンは「ガスjを形成を以って液化する。 於ては菌はし、ずれも陰性で、あった。
第 1表 対照無菌雛体重増加表
19よ¥戸|生下時)-31517 1 I-ú~113 1 15-171 Iげ司 25219. 
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第2節 Cl.Welchii投与(第 1回〉
無菌雛の飼育は第 1節と全く同様の方法で行っ 

た。癖化後9日目の無菌飼育雛に予め Zeisslerの

葡萄糖血液寒天平板に 370C 5日間培養した。 C 1.
 
Welchiiを1羽に対し 1oseの割合に生理的食塩

水 20ccの中に入れ，それを飼料に混じ経口投与し

た。 10箇入卵して 24時間までに完全に聯化せる 5

羽に就いて実験を行った。其の体重増加表，体重増

加率は第 2表，第 2図に示す如くである。菌投与後

翌日下痢便ありて 1~2 日間にて下痢便は止む。元
気衰えず。体重の減少停滞を示し其の後漸次快復に
向うが平均して体重の増加率低く購化後 25日目に
於いて生下時体重の 110%前後の増加で，これを対
照の無菌飼育雛の 150%前後の増加に比すると約 
40%少し、増加率である。菌投与後の糞便培養に依
り検出される菌数の程度を算えたるところ， (糞便
E 
B 
口
μ
75
噌 日 日
80 

60 

40 

20 
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投与雛Welchii 1.C表A
糞便培養検出菌数(1g当り〉
日数!菌投与 2日目 19日一 iqL 白
|瞬化 10日| 日 
箇数i山 05 7x105 6x105 J 
第3節無菌飼育実験(第2回〉
第 1固と同じ方法で無菌飼育実験を行った。 10箇
入卵し 24時間後までに完全に勝化Lた 5羽に就い

て 25日間無菌的に飼育した。雛の発育状態は第 3

表，第 3図に示す通りである。即ち瞬化後 25日

目にては生下時体重の 170%前後の増加率を示し 

た。尚 10日目， 17日目， 25日目の糞便培養検査に

扶て，いずれも菌は陰性であった。
 
投与時の体重表Welchii 1.C 
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第4節 Cl.Welchii投与(第 2回〉
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第 3図対照無菌雛体重増加曲線 
前と同様な方法で 10箇入卵し 24時間後迄に瞬化
一
DBA
180 	
した 5羽について実験を行った。府化後 9日目の無
21ω
 菌飼育雛に 370C 5日間 Zeissler葡萄糖血液寒天EC 
事会 140 	
平板培地に培養した Cl.Welchiiを 1羽 1oseの
割合に前と同様に飼料に混じ投与した。菌投与翌日 
No A，No B，No Cは殆んど外見的には安化な
10 く，下痢症状も見られなかった。
80 体重は NoA が停滞した。 NoD， No Eは下
60 痢症状が 1 日見られた。体重は減少したが 1~2 日
40 程であった。その体重増加及び体重増加率は第 4表
及び第 4図の示す如くである。勝化後 25日目の体
重増加率は 100~140% 前後で対照雛体重増加率よ。
20 
りも 40--60%前後少い増加率である。菌投与前の
20 日数 5 10 15 20 25 糞便検査は 2%糖入プイヨシに於て混濁を認めず，
即ち菌の感染を受けず，菌投与後の糞便検査は Cl.
第 4表 Cl.Welchii投与時の体重増加表
五寸ヂi生下時[ 3 I5 I7 I9 [ --'-10 I11 I13 I15 I17 I19 I21 I23 I25 
g 40 33 39 42 50 50 51 56 60 63 68 85 
A 
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日数。 数の程度を算出した所C表の如くである。(糞便 10
第 4図 Cl.Welchii投与時の体重増加曲線 に Cl.Welchii を 1羽各 1oseの割合で飼料に混
140 C.B じて経口投与 Lた。体重増加及び体重増加率は第6
m120 ADg 表及び第 6図に示す通りであるが，下痢症状，体重
% 
100 増加の減少叉は停滞が見られる。即ち No.A，No. 
80 Eは体重減少無く停滞のみであり， No. B，No. C， 
No. Dは下痢症状及び体重減少が見られた。勝化
60 
40 
後 25 日目の体重増加率は 90~110% の増加率で無
菌対照雛と比較すると約 30~50% 前後少い増加率
20 
を示している。無菌テストは菌投与前，投与後何れ
も陰性である。糞便培養検査により検出されたる菌
2ー0
B表 Cl.Welchii投与雛糞便
培養検出菌数(lg当り〉
万倍稀釈培養発生集落算出〉即ち C l. Welchii投
与後翌日に最大数を算え其の後減少の一歩を辿りつ
与も連続して大体一定数の集落を算出した。
日目 I17日目|菌投与 2日目 I9;'，.I=v<.;~-日数 Iy醇化 10 日 I17 ~~ ~ ~ 第 7節小括I-l 日 J25 日
箇数| 山 05 I 7x105 1 山 5 
Welchiiの集落を認め途中他菌の感染を受けなか
った。糞便培養険査により検出された菌数の程度を
算した所表Bの如くである。(糞便 10万倍稀釈培養
発生集落算出〉即ち発育増加率の悪、い雛に於てや L
多くの菌集落を認めた。
第5節無菌飼育実験(第 3回〉
第 2固と全く同じ方法で無菌飼育実験を行った。
雛の発育状態は第 5表及び第 5図に示す通りであ
る。即ち瞬化後 25 日自には生下時体重の 110~ 160 
%平均 130%前後の増加率を示した。実験は 10箇
入卵し 24時間後に完全に瞬化した 5羽を用いて行
い，糞便検査の結果細菌は陰であった。
第6節 CI.Welchii投与(第 3回〉
今までと同様の方法で瞬化後 9日目の無菌飼育雛 
今までの実験成績の結果から見ると C l.Welchii 
を経口投与すると無菌雛は一過性の下痢，元気喪失
等の症状と共に体重増加の停滞乃至減少を示し，そ
第 5図対照無菌雛体重増加世糠 
ECBA160 
体
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20 
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第 5表 対照無菌雛体重増加表
五~ヂ[生下時I 3 1 5 r7. 1 9 1 11 I13 1 15 1 17 1 19 1 21ロパ 25 
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A 
% 。-5 10 24 37 45 54 60 83 90 105 110 128 
g 41 39 44 52 60 66 69 73 80 85 88 92 98 
B 
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D 
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E 
% 。。 7 26 47 69 78 85.1 97 109 126 147 157 
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第 6図 Cl.Wehlchii投与時の体重増加曲線
14U 
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100 
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月 
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。
20 
'-20 
日数|航fiF212日 ElZ日目
箇数 20x105 Ij8x105 ~ 5xω 
の後除々に快復する。即ち CI. Welchiiは生体に
特に一時的にせよ有害な作用を呈する事が認められ
た。
第5章実験成績(其のめ
第 1節無菌飼育実験
田波助教授等の作製せる無菌飼育装置にて実験。
装置の特長は，高圧滅菌菌装置を兼ね備えており， 
1200Cの高圧滅菌に耐え得る事。構造上にては横型
飼育装置なので使用し得る面積範囲大なので飼育タ 
Yグ滅菌の際雛の飼料を大量に滅菌出来るので飼料
補給する回数が少くてすむ。即ち雑菌感染する機会
が少い。補給する飼料の滅菌には連結筒にて可能な
ので，昇京7kを通ぜずに直接飼育タンク内に滅菌飼 
日数 5 ‘ 10 15 20 25 
C表 Cl.Welchii投与雛 

糞便培養検出菌数(1g当り〉

料を入れる事出来るので，操作が簡単且つ完全であ
る。空気の調整には冷凍式の除湿装置により除湿し
て低温ならしめ，これを気温調整装置により所要の
温度に昇温せしめることにより，時期の如何を問わ
ず定温定湿の環境を獲得することが出来る。フィル
ターは平均3.5日に 1回の割合で完全に滅菌され交
換される。尚手術タンクも兼備えているので、晴乳動
物の無菌飼育も可能である。以上の如き改良型無菌
飼育タングで実験を試みた。勝化前日の卵を薬物に
より完全に滅菌し，予め滅菌せる無菌飼育タング内
に滅菌搬入口を経由して入れ，無菌的に瞬化せしめ
飼育した。瞬化の際及び瞬化後の温度，湿度は前の
第 7図対照無菌雛体重増加曲線
B.D 
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第 8図 Cl.Welchii投与時の体重曲線 
1%1 

実験タンクと同じであった。 
までに完全に購化せる 4羽に就いて，残り 6箇は除 
29去し 日間無菌的に飼育した。雛の発育状態は第 
29図に示す通りである。即ち瞬化後7表及び第7
280 C 
140 
80 
60 
体 260
A 
重
号令 240 B 
日目にては生下時体重の 290~330% 平均 300% 前 220 
後の増加率を示した。尚糞便培養検査は常に陰性で、 200 
あった。 180 D 
第2節 Cl.Welchii投与雛 160 
日目15節と全く同じ方法で行った。勝化後1第
の無菌飼育雛に Zeisser氏の葡萄糖血液寒天平板
120 
100 
1.C
料に混じ経口投与した。 
Welchii 1羽各 1oseの割に飼に培養せる， 
10箇入卵して完全に癖化 
日目にては体重増加率が 190.-270%平均230%前 40 
後で、対照無菌雛に比較すると約 60%前後の少い増 20 
加率を示した。其の体重増加及び、増加率は第8表， -20 
日数 5 10 15 20 25 
第 8図に示した通りである。即ち No.A，No. C， 
No. Dに於いては体重の停滞が見られ， No. Bは めなかった。
下痢症状及び精体重の減少が見られた。尚糞便検査 糞便培養検査は菌経口投与したる後， 2日目， 7 
29羽は除去した。勝化後6羽について，他の4せる
1013日目の雛の糞便を採取して 万倍に生理
投与後は糞便培養検査により何れも他菌の集落を認、 的食塩水を以、って稀釈して Zeissler平板培地を用
による無菌テストは菌投与前は糖入フ守イヨンにより 日目， 
30 
戸"*
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菌投与雛 
無菌雛 
対照 
30 60 
号型装置の嗣育雛より発育良好である。これは改良 C
司 d
型横型装置の飼育環境が良好なためのものと思われ
る。 @ 
C 
第6章飼育雛血清の殺菌作用
飼育雛(無菌飼育雛， Cl.Welchii投与雛〉より
無菌的に採血，直ちに遠心分離したる血清をとる。 '60 
殺菌作用測定の試験菌として S. typhi0901を 24
r.40 
時間普通寒天に培養直後の菌液1O-5mg/ccをもっ
てし，殺菌作用時間のメジウムとして Krebs氏液 。'20
(0.9% NacI100 cc，1.15% K cI4 cc，1.22% Cacl 
第 9図 
。、 
D表 Cl Welchii投与雛
糞便培養検出菌数(1g当り〉
日数|菌投与 2日目 12日目 |13日目
|瞬化 15 日 12o B 1 
箇数 I 23X 105 I山 05 I8x105 
いて嫌気性培養を行い発生した集落は D表に示し
た。即ち菌投与後 2日目に最大数を算え其の後急激
に減少しつ L連続して大体一定数の集落を算出し
た。
第 3節小括
改良型横型装置による実験に於ても第 3号装置に
よる実験と同様，無菌飼育雛に Cl. Welchiiを経
口投与Lた場合一過性に元気喪失及び下痢症状，体
重増加の停滞乃至減少を来し，雛の発育に対して悪
影響を及ぼす，改良型横型装置による飼育雛は第 3
に吸引し，その尖端に小試験管を Capとしてかぶ
せる。この様にしてピペヅトに混合吸引直後， 5分， 
30分， 1時間， 2時間後に各無菌雛， Cl.Welchii 
雛，対照と吸引したものを 370Cに 24時間培養す
る。培養後ピペット中の寒天に菌の集落が白い斑点
となって認められる。護詩集鏡の反射鏡によると拡大
されて鮮明に識別ができ計算が容易に行われる。
第2節実験成績
実験組と対照組の菌数表は第 9表及び第9図に示
す通りであるが，作用時間の長いもの程菌数が減少
していて殺菌力の存在が明らかである。
第 9表 雛血清殺菌作用の比較 2
時 
qGoonu 14FD
A 
B
3 cc，2.11 % KH2P04 1 cc，5.82% Mg S04. 7H20 
1cc)を用う。菌数計算法として柳田氏ピペット寒
天法を用いた。柳田氏ピペットは 20cmで 0.1cc 
ずつに刻んだものを検定して用いた。使用培地 
(Yeast extract 1.0 g，肉エキス 10.0g，ポリペプ
トシ 10.0g，NaNO;j 4.0 g，寒天 8.0g，水 100，0cc) 
を溶かし，充分加熱し， ~!慮紙屑を用いて漉過した塵 i
挨のない透明な培養基とし， 4.5 ccずつ試験管に分
注し高圧滅菌して尚固まらないように， 別に 450C
に温浴させ保存して置く。
第1節実験方法
S. typhi 0901 24時間普通寒天に培養した菌を
1O-5mg/ccの割合に Krebs氏液に浮遊せしめ，無
菌雛の血清， Cl. Welchii投与雛の血清と混合し，
対照としで血清を加えない S.tyhi0901と Krebs
氏液の浮遊せるものを用いた。
測定する菌液 0.5ccを400Cに保温したる培地 4.5
ccに加え，充分混合して，それを 0.5ccピペット
5 30 60 120 
時間(分) 
第3節小 括
Cl. Welchii投与雛の血清に於ける殺菌作用 
は著明に見られ，特に初期 30分前後に大部分進行
し，無菌雛血清及び対照(血清を加えない菌液〉で
は菌の自然死滅は極めて僅かである。無菌雛にあっ
ては殺菌作用は欠知している事実が明らかにされ
た。
第 7章者 察 
動物を無菌的に飼育する事は可成り困難な事では 
あるが，飼育装置と飼育操作に万全の準備と細心の
注意を拡って行えば可能である。
特に田波助教授等の作製した改良横型飼育装置に
於いては可なり容易になった。かくて得られたる無
菌飼育動物を用いて先ず長年の研究課題となってい 
る腸内菌の生理的意義の究明を行うため，腸内菌を
120 
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を無菌飼育雛に経口投与するとWelchii 1.C2)その生体に及ぼす影無菌飼育雛に経口投与して，
響，主として雛の一般状態及び発育状態について観 雛は下痢症状を起し体重増加の停滞乃至減少の傾向 
P 察を行った。著者は雛の一般状態は肉眼的観察によ を示し，約 5~7 日後漸次増加の傾向を取りなおす
り，叉発育の程度は体重の測定によって表わした が，尚)定期日後の成績に於ては対照無菌雛よりも
が，勿論発育の条件がそれだけで示されるものでな 約 40%前後少い増加率を示した。
1.C無菌雛血清では殺菌作用は極めてイ尽く，3)く，更に血液や臓器の組織学的，病理学的検索，病 
原菌に対する抵抗等種々検討せねばならなし、。叉投 Welchiiを投与した雛の血、請では殺菌作用が著明
与菌の生体に対する影響が他の原因も共存するかも に見られた。
知れない事を十分考慮に入れておくべさは当然であ の之等より Cl. Welchii は無菌飼育雛に経口
る。更に装置の構造上糞便を完全に装置外へ取り除 投与した場合の宿主生体の発育には一定の悪影響を
く事が困難で，雛は菌を排出したる糞便で汚染され 及ぼす事が推定されるが，一方血清殺菌作用の増強
た飼料を絶えず摂取しているので摂取菌量は不定で は生体の一般感染防御力の増加を示唆するもの L如
ある。然しながら今回の実験に於いては無菌飼育装 くである。
置内に於ける実験の性質上体重の増減及び外観より
の一般状態を以って発育程度のよりどころとしたの 本稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校
である。即ち斎藤，河合氏の考案作製したる無菌飼 閲の労を恭うした恩師谷川教授に深甚なる謝意を捧
育タングに於し、ては生後 25日に無菌飼育雛は 120 げ，尚終始有益なる御助言を賜わった田波助教援に 
___140%平均 130%前後の発育を示し，一般状態も 深謝し，併せて福島，海宝両氏を始め教室員各位に
菱化なく，之に反し C1. Welchii投与雛は無菌飼 厚く謝意を表する。
育雛よりも 30~50% 平均 40% 前後低い発育率を示
し一般状態も菌投与後 1~2 日が一番悪く，下痢， 交 献 
元気喪失が見られる。叉田波助教授等の作製したる 1) Pasteur: C.r. Acad. Sci.， 100，68，1885. 
無菌飼育タンクに於し、て生後 29日目に於いて無菌 2) Dudaux，M. E.: C. r. Acad. Sci.， 100， 
飼育雛は平均300%前後の増加率を示すに反し C 1. 66~68， 1885. 
Welchii投与雛は平均230%前後の低い増加率を 3) Nuttal，G. H. F. & Thierfelber，H.: Z. 
示し一般状態も斎藤，河合氏の考案作製したる無菌
飼育タ Yグ同様である。
無菌飼育実験実施に当つては，滅菌不完全の雛，
瞬化不成功等の失敗があったが，実験が軌道に乗っ
てからは昼夜を通して実験の観察に当り，停電や断
水などの時期があったが応急処置により実験の支障
はなかった。
第 8章総括並びに結論
著者は斎藤，河合氏考案の無菌飼育タング，更に
田波助教授の作製したる，高圧滅菌装置を兼ね備え
，22~23，Chem. 1.physio
4) Schottelius: Arch. Hyg.，34，42，67，1899. 
._，Ann. Inst. Pasteur ParlI:Metchiniko5) 
1901. 
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